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その際に米国の会計基準の概念フレームワークで
あるＦＡＳＢの外部財務報告目的の会計情報基準
も参考にしたい。
　IFRSの概念フレームワークは、FASBとの概念
フレームワークの改訂共同プロジェクトの経過に
おいて、旧概念フレームワークと新概念フレーム
ワークとが存在する。そこで、本論文では、個々
の概念フレームワークを明確に区別するために、
それぞれIASBの旧概念フレームワークをIASB概
念フレームワーク、IASBの新概念フレームワー
クをIFRS概念フレームワークとし、また、FASB
の外部財務報告目的の会計情報基準とFASB概念
フレームワーク、ASBJの討議資料の概念フレー
ムワークをASBJ概念フレームワークと表記する。
　本論文では、第1章において、IFRS概念フレー
ムワーク、ASBJ概念フレームワーク及びIASB概
念フレームワークとFASB概念フレームワークに
関して、その目的とともにその発展に関して説明
した。また、第1章においては、IFRSの目的は、
IFRSに記載されている7つの目的に関して説明し
た。概念フレームワークの構造では、構成を説明
し、概念フレームワークの基礎である一般目的財
務報告の目的との関係やその構造を説明した。Ｉ
ＦＲＳ概念フレームワークの構造として、ＩＦＲ
Ｓの概念フレームワークは階層構造ではなく、プ
ロセス構造であることを述べている。その中でも、
すべての基礎として、一般目的財務報告の目的が
その他の概念フレームワークの基礎であることを
まとめている。さらに、概念フレームワークの発
展では、FASB概念フレームワークとIASB概念フ
レームワークに関して、従来の構成と新しい構成
を並べ、概要を説明した。
　第2章において、IFRS概念フレームワーク及び
ASBJ概念フレームワークにおける質的特性に関
して、比較及び問題提起とともに解説した。質的
特性の意義では、IFRS概念フレームワークの構
成及びASBJ概念フレームワークの構成について
説明した。質的特性においては、主な問題点とし
ては、信頼性を忠実な表現という特性に置き換え
たことと、検証可能性を必須である基本的な質的
特性から、補強的質的特性へと移動したことを挙
げている。
　第3章においては、IFRS概念フレームワーク及
びASBJ概念フレームワークにおける財務諸表の
構成要素に関して説明し、その内容に関して、２
つの問題点を指摘した。財務諸表の構成要素の問
題点として指摘したのは、財務諸表の構成要素の
認識の条件における信頼性の意味合いの変更と資
産及び負債の定義が財務諸表の構成要素の測定に
おける現在価値と表現が似ている点を指摘してお
り、これは、検証可能性による客観性を欠くもの
であり、このような情報は意思決定に有用である
とは考えにくい。
　したがって、結論では、ＩＦＲＳ概念フレーム
ワークにおいて、質的特性に検証可能性を柱にお
いた信頼性を採用することと、その検証可能性を
柱においた信頼性を財務諸表の構成要素の認識の
条件に置くことで、より検証可能性が高く、意思
決定に有用な情報を創り出すことができるになる
と考えられる。このことにより、日本国内での採
用も増えていくのではないかと考えた。
